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山
木
兼
隆
は
伊
勢
平
氏
の

血
筋
を
引
く
平
家
の
武
将
、

和
泉
守
な
ど
を
務
め
た
平
信

兼
の
子
。
京
で
検
非
違
使
を

し
て
い
た
が
、
父
と
の
不
和

（
理
由
不
明
）
で
１
１
７
９

（
治
承
３
）
年
１
月
、
伊
豆

国
山
木
郷
に
配
流
さ
れ
た
。

だ
が
検
非
違
使
時
代
の
別

当
・
平
時
忠
が
伊
豆
知
行
国

主
に
な
り
、
伊
豆
目
代
に
任

じ
ら
れ
た
。
兼
隆
は
「
山
木

判
官
」
と
称
さ
れ
、
伊
豆
国

衙
を
支
配
下
に
置
き
伊
豆
で

勢
力
を
広
げ
た
。
「
平
家
物

語
」
「
曽
我
物
語
」
に
よ
る

と
、
伊
豆
の
豪
族
・
北
条
時

政
が
娘
の
政
子
（
源
頼
朝
と

結
婚
）
と
兼
隆
の
縁
談
を
進

め
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

創
作
｜
が
近
年
の
通
説
だ
。

（
治
承
４
）
年
８
月

日
の
山
木
館
夜
襲
に
頼
朝
は

参
加
せ
ず
、
時
政
の
軍
勢
が

館
を
襲
っ
た
が
な
か
な
か
落

ち
ず
、
頼
朝
の
警
護
で
北
条

館
（
守
山
の
麓
）
に
残
っ
た

加
藤
景
廉
ら
が
加
勢
、
兼
隆

の
首
を
取
っ
た
と
さ
れ
る
。

北
条
館
と
山
木
館
は
直
線

距
離
で
３
㌔
弱
。
当
時
の
狩

野
川
は
今
よ
り
も
東
側
を
流

れ
、
大
水
の
た
び
に
流
れ
を

変
え
て
湿
地
も
多
か
っ
た
。

頼
朝
が
配
流
さ
れ
て
い
た
本

来
の
蛭
ケ
小
島
（
公
園
）は
、

現
在
地
よ
り
も
下
流
域
だ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。

山
木
館
は
香
山
寺
（
臨
済

宗
建
長
寺
派
）
近
辺
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
、
同
寺
の
略
史

に
よ
れ
ば
兼
隆
が
創
建
し
た

と
さ
れ
る
。
境
内
に
は
八
巻

同
族
会
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ

た
兼
隆
の
供
養
塔
が
あ
る
。

近
く
の
山
木
皇
大
神
社
に
は

兼
隆
神
社
が
明
治
初
め
合
祀

さ
れ
、
祭
ら
れ
て
い
る
。

兼
隆
の
位
牌
の
所
有
者
、

八
巻
富
雄
さ
ん
の
生
家
は
山

梨
県
江
草
村
字
八
巻
（
現
北

杜
市
）
。
「
古
里
の
家
に
古

い
位
牌
が
あ
り
、
そ
こ
に
伊

豆
の
何
と
か
、
平
の
何
と
か

と
書
い
て
あ
っ
た
。
私
が
二

十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の

頃
、
仏
壇
か
ら
位
牌
を
取
り

出
し
て
読
み
、
自
分
の
先
祖

は
平
氏
で
、
伊
豆
の
方
か
ら

来
た
の
だ
な
と
考
え
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
」
（
八
巻
さ

ん
寄
稿
、
１
９
７
４
年
６
月

日
付
の
日
本
経
済
新
聞
）。

こ
の
頃
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
で
永
井
路
子
さ
ん
の

「
北
条
政
子
」
を
原
作
と
し

た
「
草
燃
え
る
」
を
放
映
し

て
い
て
「
山
木
判
官
兼
隆
が

し
ば
し
ば
出
て
き
た
。
ヤ
マ

キ
は
私
の
姓
と
同
じ
発
音
だ

し
、
伊
豆
の
国
に
い
て
平
氏

の
一
族
だ
と
い
う
」
「
山
木

判
官
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め

原
作
の
『
北
条
政
子
』
を
読

み
、
吉
川
英
治
さ
ん
の
『
新

平
家
物
語
』
、
遠
藤
周
作
さ

ん
の
『
埋
も
れ
た
古
城
』
な

ど
を
探
し
出
し
、
山
木
判
官

が
北
条
氏
と
並
ぶ
東
国
の
平

氏
の
名
門
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
、
何
と
な
く
血
の
騒
ぐ

思
い
が
し
た
」
（
同
）
。

八
巻
さ
ん
の
寄
稿
や
、
八

巻
同
族
会
３
代
目
会
長
で
元

東
京
経
済
大
教
授
の
八
巻
俊

雄
さ
ん
（
山
梨
県
内
の
生
家

が
隣
同
士
）
の
著
作
『
八
巻

一
族
八
百
年
の
歴
史
』
に
よ

れ
ば
、
富
雄
さ
ん
は
山
梨
に

帰
省
し
た
際
に
位
牌
を
確
認

す
る
と
二
つ
あ
り
、
「
き
ち

ん
と
鑑
定
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
そ
の
道
の
権
威
者

を
訪
ね
る
こ
と
に
し
た
。
最

初
に
東
京
大
へ
行
っ
た
と
こ

ろ
、
国
学
院
大
の
樋
口
教
授

を
紹
介
さ
れ
た
。

（
昭
和

）
年
１
月
に

鑑
定
依
頼
し
、
樋
口
教
授
は

「
山
木
判
官
兼
隆
と
八
巻
判

官
兼
高
の
字
の
違
い
は
、
源

氏
か
ら
身
を
隠
す
都
合
上
あ

て
字
を
使
っ
た
可
能
性
が
あ

り
、
間
違
い
な
く
本
物
。
伊

豆
で
討
た
れ
た
山
木
一
族
が

四
散
し
、
一
部
が
山
梨
県
に

隠
棲
し
て
か
ら
子
孫
が
作
っ

た
の
だ
ろ
う
」

続
け
て
「
位
牌
の
形
と
戒

名
が
武
家
特
有
で
、
禅
宗
系

の
体
裁
を
整
え
、
兼
隆
没
後

２
０
０
年
ほ
ど
た
っ
た
頃

（
鎌
倉
末
期
）
に
作
ら
れ
た

と
み
ら
れ
、
源
氏
の
勢
力
が

払
拭
さ
れ
、
八
巻
家
が
安
定

を
取
り
戻
し
た
こ
と
を
示
す

も
の
」
と
根
拠
を
示
し
た
。

樋
口
教
授
は
同
時
に
名
門

の
子
孫
で
あ
り
、
同
族
会
を

作
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ

れ
を
受
け
富
雄
さ
ん
は
図
書

館
に
通
い
、
ま
ず
電
話
帳
で

八
巻
姓
を
調
べ
た
。
す
る
と

東
京
３
５
１
人
、
宮
城
県
３

２
２
人
、福
島
県
２
０
２
人
、

神
奈
川
県
１
５
１
人
、
山
梨

県
１
２
９
人
な
ど
が
見
つ
か

り
、
大
部
分
は
伊
豆
よ
り
北

だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
山
木
、

失
巻
、
八
牧
と
書
く
ヤ
マ
キ

も
い
た
。
八
巻
が
大
多
数
、

山
木
は
そ
の
半
数
強
、
失
巻

と
八
牧
は
少
数
。

約
１
４
０
０
人
に
同
族
会

発
足
の
手
紙
を
出
し
、
（
昭

和

）
年
５
月
に
東
京
で
設

立
総
会
を
開
催
、
前
記
場
所

に
加
え
静
岡
な
ど
も
含
め

人
が
出
席
し
た
。
八
巻
同
族

会
は
兼
隆
が
亡
く
な
っ
た
伊

豆
の
国
市
山
木
や
菩
提
寺
の

香
山
寺
を
年
に
一
度
訪
ね
、

供
養
し
て
い
る
。
来
年
で
発

足

年
の
節
目
と
な
る
。

頼
朝
挙
兵

最
初
の
標
的

山
木
判
官
と
号
し
た
兼
隆

故

樋
口
教
授
が
本
物
と
鑑
定

八

巻

同
族
会

発
足
50
周
年
を
前
に

国
学
院
大
か

ら

遺
族
へ

没
後

年

鎌
倉
末
期
の
製
作
か

八
巻
家
に
残
る
位
牌
を
持
つ

兼
隆
の
子
孫
の
八
巻
同
族
会
初
代
会
長
で
あ
る
八
巻
富
雄
さ
ん
の

一
人
っ
子
布
施
京
子
さ
ん

左

と
次
女
の
和
美
さ
ん

東
京
の
国
学
院
大
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

今
か
ら
８
４
０
年
前
の
三
嶋
明
神
（
大
社
）
祭
礼
の
夜
、
多
く
の
手
兵
が
祭
り
に
出

掛
け
て
い
た
隙
を
突
き
、
伊
豆
韮
山
の
蛭
ケ
小
島
に
流
罪
の
身
だ
っ
た
源
頼
朝
は
源
氏

再
興
を
願
っ
て
挙
兵
し
、
そ
の
手
初
め
の
戦
で
、
同
所
山
木
の
山
木
判
官
平
兼
隆
の

館
を
攻
め
た
。
こ
の
夜
襲
で
兼
隆
は
亡
く
な
り
、
一
族
郎
党
は
伊
豆
を
後
に
し
て
各
地

に
逃
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
兼
隆
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
お
よ
そ
２
０
０
年
後
に
作
ら
れ
た

と
い
う
位
牌
が
さ
き
ご
ろ
、

余
年
ぶ
り
に
遺
族
の
元
に
戻
っ
た
。

年
前
、
国
学
院

大
教
授
だ
っ
た
樋
口
清
之
さ
ん
（
１
９
０
９
〜

年
）
が
「
兼
隆
の
位
牌
に
間
違
い
な

い
」
と
鑑
定
し
た
後
、
行
方
知
れ
ず
と
な
っ
て
い
た
。

文

写
真

特
別
編
集
委
員
・
森
野
宏
尚

位
牌
は
樋
口
教
授
に
鑑
定

を
依
頼
し
た

嫡
流

で
所
有

者
の
元
指
圧
師
・
八
巻
富
雄

さ
ん
（
１
９
８
２
年
、

歳

で
没
）

当
時
、
東
京
都
在

住

の
１
人
娘
で
あ
る
布
施

京
子
さ
ん

さ
い
た
ま

市

、
山
木
判
官
平
兼
隆
を

始
祖
と
す
る
一
族
が
発
足
し

た
八
巻
同
族
会
（
八
巻
剛
正

会
長
）
が
国
学
院
大
に
対
し

「
樋
口
元
教
授
に
預
け
た
ま

ま
に
な
っ
て
お
り
、
大
学
に

あ
る
は
ず
」と
探
索
を
要
請
。

樋
口
教
授
は

年
に
亡
く
な

り
、
行
方
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
い
た
。

大
学
側
で
探
し
た
と
こ
ろ

さ
き
ご
ろ
「
見
つ
か
っ
た
」

と
の
連
絡
が
入
り
、
布
施
さ

ん
と
次
女
の
和
美
さ
ん

（

）
、
八
巻
同
族
会
６
代

目
会
長
の
八
巻
剛
正
さ
ん

埼
玉
県
熊
谷
市

、

山
木
兼
隆
研
究
会
代
表
の
八

巻
正
和
さ
ん

秦
野
市

ら
が
引
き
取
り
に
東
京
都

渋
谷
区
の
国
学
院
大
を
訪
ね

た
。
位
牌
を
樋
口
教
授
に
寄

託
し
た
の
は
鑑
定
か
ら
９
年

後
、
八
巻
富
雄
さ
ん
が
亡
く

な
る
１
年
前
の
１
９
８
１

（
昭
和

）
年
で
、

年
ぶ

り
に
家
族
に
返
却
さ
れ
た
。

位
牌
を
受
け
取
っ
た
布
施

さ
ん
は
「
感
無
量
。
父
か
ら

樋
口
先
生
に
預
け
た
と
聞
い

て
い
た
が
、
父
も
先
生
も
亡

く
な
り
半
分
諦
め
て
い
た
。

し
か
し
大
学
側
が
き
ち
ん
と

調
べ
て
探
し
て
く
れ
、
と
ん

と
ん
拍
子
で
戻
っ
て
き
た
。

と
て
も
あ
り
が
た
い
」
。
ま

た
「
本
当
は
位
牌
は
三
つ
あ

り
、金
の
位
牌
は
山
の
寺（
山

梨
県
内
の
菩
提
寺
）
に
預
け

て
お
い
た
ら
泥
棒
が
入
り
盗

難
に
遭
っ
た
。
主
人
と
も
相

談
し
、
こ
れ
ま
で
通
り
わ
が

家
で
守
っ
て
い
く
こ
と
に
し

た
」
と
話
し
た
。

八
巻
同
族
会
の
八
巻
会
長

は
「
兼
隆
の
関
係
の
も
の
は

何
一
つ
残
っ
て
お
ら
ず
、
位

牌
は
唯
一
の
も
の
で
、
ご
遺

族
の
元
に
戻
り
大
変
喜
ば
し

い
。
国
学
院
大
の
先
生
方
に

は
大
変
世
話
に
な
っ
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。

位
牌
は
高
さ

㌢
ほ
ど
と

通
常
よ
り
大
き
め
の
細
長
い

も
の
と
、
高
さ

㌢
・
幅

㌢
ほ
ど
の
幅
広
の
漆
塗
り
の

２
点
。
細
長
い
も
の
に
は
戒

名
か
「
一
乗
（
條
）
寺
殿
義

岳
宗
心
大
禅
定
門
」
「
治
承

四
年
八
月
初
七
日
」と
あ
り
、

治
承
は
平
安
時
代
の
年
号
で

治
承
四
年
は
１
１
８
０
年
。

頼
朝
が
挙
兵
、
兼
隆
が
亡
く

な
っ
た
年
で
あ
る
。
裏
面
に

は
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

漆
塗
り
の
も
の
は
裏
に

「
天
明
四
年
丑
十
二
月

八

巻
帳
三
郎

甲
州
巨
摩
郡

穴
平
村
」
「
伊
豆
國
城
大
嶋

主
人
八
巻
判
官
平
重
郎
兼
高

治
承
四
年
八
月
初
七
日
」
。

天
明
四
年
は
江
戸
時
代
中
期

の
１
７
８
４
年
で
、
表
に
当

時
か
ら
数
代
前
の
故
人
の
戒

名
が
複
数
書
か
れ
て
い
る
。

「
伊
豆
國
…
」
の
一
文
は

八
巻
富
雄
さ
ん
の
新
聞
寄

稿
、
八
巻
俊
雄
さ
ん
の
著
作

と
も
に
細
長
い
位
牌
裏
に
書

か
れ
て
い
る
｜
と
あ
る
が
、

漆
塗
り
の
位
牌
裏
に
残
り
勘

違
い
と
み
ら
れ
る
。

今
か
ら
６
０
０
年
ほ
ど
前

鎌
倉
時
代
末
期
に
作
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
山
木
判
官
兼
隆
の
位
牌

一
乗

條

寺
殿
義
岳
宗
心
大
禅
定
門

治
承
四
年
八
月
初
七
日

と
記
さ
れ
る
と
い
う

伊
豆
國
城
大
嶋
主
人
八
巻
判
官
平
重
郎
兼
高

な
ど
と
読
み
取
れ
る
江
戸
時
代
の
漆
塗
り
の
位
牌
裏

作製した時代に作られたとみられる漆塗りの位牌の

表側 江戸時代以前の故人の戒名が記される


